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学位論文名 

 

       生徒の衝動性発現の予測と学校資源を用いた支援 

  

 

わが国の高等学校のなかには、生徒が示すさまざまな問題行動に直面して対応に苦心を

重ねている場合が多々ある。他害行為や自傷行為など衝動的な行為を繰り返す生徒の教育

的支援の困難はその代表的な例である。外部の専門機関との連携や保護者の協力を得るこ

とには現実の諸制限があり、学校教員は極度の緊張を強いられている。学校現場に即した実

際的な支援方法の研究が求められている。 

本論文は、高等学校教員の著者が、従来からの学校資源を用いて、虐待を受けた生徒の衝

動的な不適応行動や感情を抑止する方法の探索を行ったものである。これまでの研究を総

括したうえで新たに交流分析理論を採用し、量的な調査研究と事例研究を組み合わせて重

層的な議論を行っている。学校において衝動的な不適応行動を呈する生徒に手立てを講ず

る際の今後の方向を指し示す研究といえる。  

本論文では、はじめに、養育者から存在を否定されるほどの養育を受けた生徒の実態と問

題を明らかにし、続いて、第 1 章では、従来からの学校資源を用いて学校生活場面での衝動

的な行動を抑止していく方法に関する内外の研究を詳細に検討している。先行研究によれ

ば、虐待を受けた生徒に共通する特徴とは衝動的な行動や感情の発現であり、原因は愛着と

トラウマの問題に帰するという。そして、支援の観点として、①被虐待生徒が受け入れられて、

安心・安定が保障されていること、②言葉等の表象機能を習得させ、生徒の衝動的行動や感情な

どのコントロールを図ることが共通して指摘されることに著者は注目する。しかし、教員が実際に活

用しうる具体的な方法が認められなかったことが強調され、生徒の最後の「砦」となる学級

担任の教育的支援に焦点づけられていく。ここに本論文の特徴がある。 

第 2 章では、設定した第 1 の課題、すなわち、生徒の衝動的な不適応行動や感情が、養育

者のどのような具体的な養育によって惹起されるのかを量的な調査的研究によって示して



いる。第 1 節では高校生、大学生の衝動的な行動や感情に対応する養育者の養育態度が判

明したことが述べられる。第 2 節以下は、本論文において中心的な位置を占める研究であ

る。衝動的な行為を繰り返す生徒の理解と対応のために交流分析の理論を採用することの

意義にふれ、虐待を受けると身につけるとされる禁止令「存在するな」の構造を探っている。

禁止令「存在するな」は「親からの威嚇・拒絶因子」、「自己破壊因子」、「自己無価値因

子」、「他者破壊因子」の 4つの規定因子からなることを見出した。また、規定因子同士は

相関関係を有し、衝動性は「親からの威嚇・拒絶」因子から影響を受けることも見出した。

さらに、親からの身体的な暴力などを受けた場合、自傷行為・自殺企図などの行動を起こし

やすく、親の無視・冷遇を受けた場合は、生徒が自分の意思に反して感情のコントロールが

できなくなることも明らかにした。ほかにも実際に応用可能な数々の重要な知見を得てい

る。これらは、従来の経験則を裏付ける貴重な実証的データといえる。  

第 3 章は、第 2 の課題である学校生活の場における生徒の衝動的な不適応行動や感情の

表出を抑止する具体的な方法を探求している。ここでは、交流分析理論における「拮抗禁止

令（ドライバー）が禁止令を隠す（抑止する）」ことに着目して、量的調査と事例研究が行

われた。その結果、衝動性を防ぐために複数の拮抗禁止令（ドライバー）が働いていること

が分かり、そこから支援の手順を導いている。拮抗禁止令（ドライバー）を使い、衝動性を

抑止することを目的として行った面接の 3 事例と、事後的であるが教室で行う通常の教育

資源を使った 2事例について、支援の手順に従い検証を行った。その結果、作成した支援表

と支援の手順に従って生徒の拮抗禁止令（ドライバー）をコントロールしていくと、禁止令

からの衝動性もコントロールされることが判明した。 

第 4 章は、本研究の学説としての位置を詳細に検討し、今後の研究課題を述べている。精

神分析や認知行動療法、Wallon,H.の心理学的学説と矛盾がないこと、象徴性の涵養が虐待

を受けた生徒の衝動的な不適応行動を抑えるとする理論的な一致が見られたと結論づけた。 

本論文の意義は、教育現場で応用可能な支援法を理論的に実際的に提起したことにある。

学校資源を用いるという観点に立つ従来の研究にはない固有の価値を有するということが

でき高く評価できる。今後、教育実践によって検証されていくことを希望する。 

本論文は、被虐待体験に由来する衝動的な不適応行動を呈する高等学校の生徒の教育的

支援に大いに貢献するもので教育臨床心理学研究として評価できる。 

よって著者は北海道大学博士（教育学）の学位を授与される資格があるものと認める。 

 

 

 

 

 

 


